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3
月
定
例
市
議
会
が
3
月
7
日
か
ら
3

月
25
日
ま
で
開
か
れ
、
村
岡
市
長
は
「
平

成
23
年
度
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
変
革
と
挑
戦
！
市
民
一
丸

で
未
来
を
開
拓
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
政

運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
口
蹄
疫
・

新
燃
岳
噴
火
な
ど
不
測
の
事
態
も
経
験
す

る
中
で
、
新
年
度
に
向
け
た
課
題
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
明
確
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
市
の
計
画
の
最
上
位

に
位
置
づ
け
る
第
５
次
総
合
長
期
計
画
の

策
定
を
行
う
年
で
す
。「
次
代
を
創
ろ
う
！

私
た
ち
の
未
来
設
計
図
10
年
の
計
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
昨
年
再
認
識
し
た
「
市

民
の
絆

き
ず
な
」
を
基
本
に
、
市
民
が
一
致
団
結

困
難
を
伴
う
局
面
も
出
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

な
お
一
層
の
行
財
政
改
革
に
努
め
、
真
に

自
立
し
た
地
方
自
治
体
と
し
て
持
続
的
な

発
展
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
心
、

安
全
な
河
川
や
排
水
路
な
ど
の
整
備
も
地

域
住
民
の
生
命
財
産
の
確
保
を
図
る
た
め

に
重
要
で
す
。
総
合
長
期
計
画
や
過
疎
計

画
・
辺
地
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　　

ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
処
し
て
い
く
に
は
、

見
守
り
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
ゆ
と
り
あ
る
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
と
し

て
、
総
合
的
な
防
災
対
策
や
ご
み
処
理
、

生
活
排
水
対
策
、
水
質
保
全
な
ど
の
生
活

環
境
対
策
に
取
り
組
み
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
道
、
農
道
、
林
道
な
ど
の
整
備
と
機

能
管
理
は
、
生
活
環
境
の
保
全
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
の
議
論
に

つ
い
て
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
に
設
立
し
た
、
市
・
Ｊ
Ａ
・
県
が
一
体

と
な
っ
た
「
え
び
の
市
総
合
農
政
連
絡
協

議
会
」
を
中
心
に
中
・
長
期
計
画
の
策
定

と
事
業
化
を
目
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
し
た
小
・
中
・

高
一
貫
教
育
の
更
な
る
充
実
の
た
め
、
教

職
員
の
兼
務
発
令
に
よ
る
系
統
性
・
一
貫

性
の
あ
る
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
住
民

主
体
を
基
本
と
す
る
官
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
「
市
民
大

学
講
座
」、「
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」、

「
自
治
公
民
館
地
域
活
動
モ
デ
ル
事
業
」

な
ど
、
市
民
の
学
習
意
欲
や
自
治
能
力
を

高
め
る
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
で
心
豊
か
に
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

福
祉
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
地
域
の

平
成
23
年
度
施
政
方
針　

■
学
校
教
育
・
社
会
教
育

■
市
民
生
活
・
生
活
環
境

■
都
市
基
盤

■
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
今
年
度
に
向
け
て

■
持
続
的
な
発
展
に
努
め
ま
す

次
代
を
創
ろ
う
！

私
た
ち
の
未
来
設
計
図
10
年
の
計

し
、
共
通
の
認
識
を
持
ち
な
が
ら
将
来
へ

の
道
筋
を
確
認
で
き
る
年
に
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

の
結
果
、
市
の
財
政
状
況
は
改
善
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
今
後
も
自
主
財
源
の
大
幅
な

増
加
は
見
込
ま
れ
ず
、
引
き
続
き
安
定
的

な
財
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
緊
張
感
を
持
っ
た
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
に
あ
っ

て
も
、
市
民
が
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
と
共

有
で
き
る
目
標
を
掲
げ
て
、
将
来
を
見
据

え
た
積
極
的
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
地
域
で
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
何
が
地
域
で
で

き
る
の
か
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有

し
、
力
を
合
わ
せ
て
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
が
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
事
業

は
、既
に
実
現
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

公
表
か
ら
２
年
の
区
切
り
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
な
が
ら
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
編
成
は
、
財

政
規
模
に
応
じ
た
事
業
を
実
施
し
、
将
来

世
代
に
過
度
の
財
政
負
担
を
転
嫁
し
な
い

よ
う
留
意
し
、
将
来
を
見
据
え
、
諸
施
策

に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
え
び
の
市
自
治
基
本
条
例
」
に
基
づ

き
、「
え
び
の
市
自
治
推
進
委
員
会
」
で

市
民
参
画
と
市
民
協
働
の
状
況
、
行
政
情

報
の
共
有
な
ど
を
市
民
の
目
線
で
検
証

し
、
行
政
運
営
に
よ
り
多
く
の
市
民
が
参

加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
差
別
の
な
い
社
会
、
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

え
び
の
市
の
持
つ
地
域
特
性
や
地
域
資

源
を
有
効
に
活
か
し
な
が
ら
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
企
業
誘

致
の
促
進
や
既
存
企
業
の
振
興
、
観
光
振

興
な
ど
、
就
業
の
場
を
創
出
・
拡
大
し
、

市
民
所
得
の
向
上
と
定
住
促
進
、
交
流
人

口
の
増
大
を
図
っ
て
、
市
内
経
済
の
活
性

化
と
地
域
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
え
び
の
市
の
産
業
振
興
に
大
き

な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

■
市
民
参
画
・
市
民
協
働
・
人
権

■
産
業
振
興

■
予
算
の
編
成
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
２
億
８
５
０
０
万
円
で
す
。

平
成
22
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す

る
と
、4
億
７
０
０
０
万
円
の
増
、

率
に
し
て
約
４
・
8
％
の
増
額
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、
構

成
比
で
自
主
財
源
（
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
）
は
27
・
9
％
、

依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交
付

金
・
支
出
金
や
、
地
方
債
に
よ
る

財
源
）
は
72
・
1
％
と
な
っ
て
お

り
、
依
存
財
源
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、
財
政
健

全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
継
続
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
市
の
活
性
化

と
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の

た
め
に
、
な
お
一
層
の
財
源
の
重

点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

予
算
編
成
へ
の
参
画
を
図
る
た
め

に
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算
要
求

に
お
け
る
「
主
な
事
業
」
を
公
開

し
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
た
上
で
予
算
編
成
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

経
済
対
策
や
市
民
の
皆
さ
ん
に

一
般
会
計
歳
入
歳
出
総
額
は
１
０
２
億
８
５
０
０
万
円

さ
ら
な
る
市
の
活
性
化
と

市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
に

■
移
住
定
住
促
進
事
業
（
２
０

０
万
円
）
▽
市
の
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
あ
る
物
件
の
改

修
費
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す

（
空
き
家
バ
ン
ク
補
助
金
）。

■
防
疫
対
策
看
板
配
布
事
業

（
２
８
６
万
7
千
円
）
▽
「
関

係
者
以
外
立
入
禁
止
」
の
看
板

を
作
製
し
、
市
内
畜
産
農
家
へ

配
布
し
ま
す
（
え
び
の
市
口
蹄

疫
対
策
基
金
事
業
）。

■
家
畜
伝
染
病
侵
入
防
止
対
策

事
業
（
５
０
０
万
円
）
▽
口
蹄

疫
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
感
染
防

止
の
た
め
、
農
場
入
り
口
な
ど

に
簡
易
型
車
両
消
毒
装
置
や

ポ
ー
タ
ブ
ル
動
噴
な
ど
を
設
置

し
た
場
合
、
費
用
の
半
分
の
補

助
を
行
い
ま
す
（
え
び
の
市
口

蹄
疫
対
策
基
金
事
業
）。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
委
託
事
業（
３
０
０
万
円
）

▽
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
子
育
て

の「
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
人
」

と
「
手
助
け
が
で
き
る
人
」
を

会
員
登
録
し
、
地
域
に
お
い
て

相
互
に
助
け
合
う
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

（
１
０
０
０
万
円
）
▽
市
民
の

生
活
環
境
の
向
上
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
雇
用
創
出
を
図
る

た
め
に
、
住
宅
を
市
内
の
施
工

業
者
に
依
頼
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム

（
修
繕
、
補
修
、
改
築
、
増
築
）

を
行
っ
た
場
合
に
、
か
か
っ
た

費
用
の
20
％
（
上
限
20
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

■
中
学
校
耐
震
化
事
業
（
３
９

８
９
万
8
千
円
）
▽
加
久
藤
中

学
校
校
舎
と
体
育
館
が
耐
震
診

断
の
結
果
、
国
の
定
め
る
基
準

を
下
回
り
耐
震
化
が
必
要
な
た

め
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま

す
。

■
市
内
体
育
施
設
整
備
事
業

（
２
８
９
６
万
8
千
円
）
▽
市

民
体
育
館
の
防
球
ネ
ッ
ト
設

置
、
王
子
原
運
動
公
園
の
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
改
修
、
真
幸
地
区
体

育
館
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ

の
設
置
を
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業

と
っ
て
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
と

し
て
必
要
と
判
断
し
た
事
業
等

は
、
一
層
の
重
点
的
な
予
算
計
上

に
努
め
ま
し
た
。

　

自
主
自
立
に
向
け
て
、
自
主
財

源
の
確
保
は
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
市
税
の
課
税
に

あ
た
っ
て
は
、
適
正
・
公
正
な
課

税
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
負

担
が
公
平
と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
滞
納
対
策
の
充
実
を

図
り
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
市
有
財
産
の
適
正
管

理
と
有
効
活
用
を
図
り
、
自
主
財

源
の
さ
ら
な
る
確
保
に
努
め
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■会計別予算の状況

■一般会計歳出（目的別）

会　　計 23年度 22 年度 増減率
国民健康保険特別会計 3,697,394 3,696,249 0.03％

後期高齢者医療特別会計 575,868 567,141 1.5％

介護保険特別会計 2,703,100 2,667,384 1.3％

観光特別会計 32,900 32,962 － 0.2％

水道事業会計 600,200 566,518 5.9％

病院事業会計 1,059,603 1,047,348 1.2％

単位：千円

科　　　　目 23年度
当初予算額

22年度
当初予算額 増減率

議　　会　　費 170,387 135,785 25.5％

総　　務　　費 1,736,547 1,605,245 8.2％

民　　生　　費 3,677,417 3,441,987 6.8％

衛　　生　　費 963,953 864,544 11.5％

労　　働　　費 7,926 11,626 － 31.8％

農林水産業費 708,465 748,011 － 5.3％

商　　工　　費 264,227 236,707 11.6％

土　　木　　費 542,267 476,368 13.8％

消　　防　　費 324,827 322,087 0.9％

教　　育　　費 736,676 672,856 9.5％

災　害　復　旧　費 129,067 107,955 19.6％

公　　債　　費 989,114 1,159,675 － 14.7％

予　　備　　費 34,127 32,154 6.1％

合　　　　計 10,285,000 9,815,000 4.8％

単位：千円

■市民一人あたりの予算額

※ 4 月 1 日現在、住民基本台帳人口で算出。

１人あたり 487,209 円

１世帯あたり 1,136,212 円

一
般
会
計
歳
入

市税　1,765,259 千円（17.2％）

繰入金　532,967 千円（5.2％）

使用料及び手数料等　299,992 千円（2.9％）

地方交付税　3,871,292 千円（37.7％）

国庫支出金　1,583,652 千円（15.4％）

県支出金　848,695 千円（8.3％）

地方債　679,074 千円（6.6％）

地方譲与税等　431,877 千円（4.1％）

自
主
財
源
27.9％

依
存
財
源
72.1％

人件費　2,097,031 千円（20.4％）

一
般
会
計
歳
出
（
性
質
別
）

扶助費　2,184,340 千円（21.3％）

公債費　989,114 千円（9.6％）

普通建設事業費　966,194 千円（9.4％）

その他　3,952,481 千円（38.4％）

義
務
的
経
費
51.3％

そ
の
他
の
経
費
38.4％

・

投
資
的
経
費
10
・
3
％

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
財
政
課
財
政
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
８
１
・
３
８
２
）

災害復旧事業費　95,840 千円（0.9％）
・

諸
収
入　

２
７
２
１
９
２
千
円
（
2
・
6
％
）

・

財
政
健
全
化
を
進
め
な
が
ら

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分

当
初
予
算

平成 23 年度

C i t y 　 P l a n n i n g 　 2 0 1 1
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平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人
事
異
動
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
市
長
を
は
じ
め
各
課
事
務
局
長
、
新
規
採
用
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
組
織
体
制

＊
平成23年４月１日付けで、次の 9人がえびの市役所の職員として採用されました。

新規採用職員の、今後の抱負や意気込みを紹介します。

新規採用職員を紹介します ＊

C i t y 　 P l a n n i n g 　 2 0 1 1

1 人でも多くの市
民の皆さんと出会
い、私の事を知っ
てもらい、誰でも
気軽に声をかけて
もらえるような職
員になれるよう頑
張ります。

市民の皆さんのお
力に一日でも早く
なれるよう努力し
ていきます。また、
えびのがより良い
街になるよう努力
していきます。

えびのの皆さんの
人情身、優しさを
感じました。これ
までの経験を生か
せるよう、日々努
力 し て 行 き ま す。
笑顔を絶やさずが
んばります。

企画課

福祉事務所

建設課

有
あ り か わ

川 恵
よ し か ず

一

山
や ま し た

下 　 泰
やすし

下
さ が り ふ じ

り 藤 裕
ゆ う い ち ろ う

一 郎

黒
く ろ き

木 敬
け い た

太

中
な か む ら

村 美
よ し ろ う

朗

桑
く わ き

木 和
か ず と

人

まだまだ分からな
い事が多く、日々
勉強中ですが、努
力を重ねて市民の
皆さんの生活を支
えていけるように
頑張っていきたい
です。

京町出身です。
市職員としての自
覚を忘れずに一日
で も 早 く 市 民 の
皆さんのお役に立
てるよう頑張りま
す。

即戦力となれるよ
う日々努力し、え
びの市のため、市
民のための職員と
な れ る よ う、 頑
張 っ て 行 き ま す。
よろしくお願いし
ます。

税務課

観光商工課

建設課

中
な か む ら

村 清
き よ と

人

外
ほ か む ら

村 拓
た く や

也

角
か ど

　 翔
し ょ う へ い

平

不器用ですが、持
ち前の元気と素直
さで少しでも早く
信頼される職員に
なれるよう日々精
進 し て い き ま す。
温かい目で見守っ
てください。

え び の 市 の た め
に、 一 生 懸 命 頑
張っていきたいと
思います。初心を
忘れずに、誰に対
しても公平に接す
ることのできる職
員を目指します。

１日でも早く仕事
を覚え、えびの市
のために頑張って
いきたいと思いま
す。未熟な面もあ
る と 思 い ま す が、
よろしくお願いし
ます。

健康保険課

畜産農林課

水道課

監
査
委
員
事
務
局
長

学
校
教
育
課
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

社
会
教
育
課
長

水
道
課
長

市
立
病
院
事
務
長

環
境
業
務
課
長

畜
産
農
林
課
長

福
祉
事
務
所
長

観
光
商
工
課
長

建
設
課
長

議
会
事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

財
産
管
理
課
長

市
民
課
長

真
幸
出
張
所
所
長

税
務
課
長

飯
野
出
張
所
所
長

健
康
保
険
課
長

長
寿
介
護
課
長

市
長

教
育
長

総
務
課
長

副
市
長

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

企
画
課
長

財
政
課
長

木き

む

ら村
政ま

さ
か
ず一

杉す
ぎ
も
と元　

真し
ん
い
ち一

下し
も
は
ら原

龍り
ゅ
う
い
ち一

松ま
つ
お
か岡

信し
ん
い
ち一

上か

み

か

せ

だ

加
世
田
た
ず
子こ

園そ

の

だ田
毅た

け
し

松ま
つ
な
が永

康や

す

じ二

福ふ

く

だ田
孝た

か
ま
さ正

吉よ
し
ど
め留

伸し

ん

や也

徳と
く
し
げ重

順じ
ゅ
ん
こ子

坂さ
か
も
と本

謙け

ん

た

ろ

う

太
郎

森も
り

賢ま
さ
る

堀ほ
り
か
わ川

純じ
ゅ
ん
い
ち一

平ひ

ら

の野
浩こ

う

じ二

白し
ら
さ
か
り
ょ
う
じ

坂
良
二

柳や
な
ぎ
た田

昭あ

き

お雄

高た

か

ど戸
芳よ

し
ま
さ政

木き

む

ら

て

つ

や

村
哲
也

鶴つ

る

だ田
晃こ

う
い
ち一

竹た
け
し
た下

京き
ょ
う
い
ち一

坂さ
か
も
と本

健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

村む
ら
お
か
た
か
あ
き

岡
隆
明

萩は
ぎ
わ
ら
か
ず
の
り

原
和
範

上か

み

か

せ

だ

加
世
田
章あ

き
ひ
と人

椎し
い
し
げ
あ
き

重
明

泊と
ま
り

秀ひ
で
と
も智

野の

ま間
教の

り
あ
き昭

馬ま

ご

え

わ

き

越
脇
浩ひ

ろ
し



　

東
日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
）
で
亡
く
な
ら
れ
た

皆
様
の
ご
冥め

い
ふ
く福
を
謹
ん
で
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
、
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
「
東
日
本
大
震
災
」
へ
の
義
援

金
に
つ
い
て
は
、
3
月
18
日
に
区

長
会
を
通
じ
て
、
救
援
物
資
に
つ

い
て
は
、
４
月
５
日
号
の
「
広
報

え
び
の
お
知
ら
せ
版
」
や
新
聞
折

り
込
み
広
告
で
お
願
い
し
ま
し

た
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

救
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

え
び
の
市
は
、
過
去
に
え
び
の

地
震
や
口
蹄
疫
な
ど
多
く
の
災
害

を
体
験
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、

全
国
の
方
々
か
ら
温
か
い
義
援
金

や
物
資
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
の
大
震
災
で
は
、
え
び
の
市
民

が
復
興
支
援
に
協
力
す
る
と
き
で

す
。

　

市
で
は
、
3
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

3
月
15
日
の
議
会
で
被
災
地
に

２
０
０
万
円
の
災
害
見
舞
金
を
送

る
こ
と
を
議
決
。
翌
3
月
16
日
に

は
、
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
支
部
を

通
し
て
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
、
被
災
者
へ
の
救
援

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
え
び
の

市
東
日
本
大
震
災
支
援
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
被
災
者
が
え

び
の
市
に
移
住
を
希
望
さ
れ
た
場

合
、
受
け
入
れ
る
住
宅
、
保
育
所

の
入
所
枠
の
確
保
、
生
活
救
援
な

ど
の
対
策
を
整
え
て
い
ま
す
。
基

本
的
な
生
活
に
関
す
る
す
べ
て
の

負
担
を
市
が
行
い
ま
す
。

　

市
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
え
び
の
米
を
ト
ラ
ッ
ク
で
届
け
、

え
び
の
を
Ｐ
Ｒ
す
る
べ
き
だ
」
な

ど
、
も
っ
と
積
極
的
な
救
援
の
取

り
組
み
を
望
む
声
が
た
く
さ
ん
届

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
か
つ
て

な
い
大
災
害
で
、
受
け
入
れ
体
制

も
十
分
で
な
い
中
、
全
国
の
自
治

体
が
個
別
に
支
援
を
行
っ
て
い
て

は
、
混
乱
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

現
在
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
お
よ

び
救
援
物
資
の
輸
送
に
つ
い
て

は
、
全
国
知
事
会
の
広
域
応
援
協

定
に
基
づ
く
対
応
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
え
び
の
市
も
、
こ
の
支
援

協
定
に
基
づ
き
、
要
請
を
受
け
た

支
援
物
資
の
供
給
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

　

協
定
に
基
づ
き
、
宮
崎
県
は
宮

城
県
の
復
興
支
援
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
3
月
26
日
か
ら

は
、
協
定
に
基
づ
き
、
市
役
所
1

‐
1
会
議
室
に
、
救
援
物
資
受
け

入
れ
窓
口
を
設
置
し
、
個
人
か
ら

の
救
援
物
資（
指
定
物
資
に
限
る
）

の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
救
援
物
資
の
受
け
入
れ

は
、
４
月
15
日
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
（
宮
崎
県
の
受
け
入
れ

が
、
4
月
15
日
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
）。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
35
‐

１
１
１
１
内
線
２
６
１
ま
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

被
災
者
の
支
援
は
、
根
拠
の
乏

し
い
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
永
い

目
で
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。
市
で
は
、
県
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
半
年
後
、
1
年
後
も

し
っ
か
り
支
援
を
行
い
ま
す
。
被

災
者
の
要
望
に
合
っ
た
、
え
び
の

市
民
が
で
き
る
救
援
策
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■募金箱での募金（領収書は発行しません）
【設置期間】3 月 14 日から 8 月 31 日まで
【設置場所】市役所本庁 2 階市民課窓口、飯野

出張所、真幸出張所、市立病院、市民図書館

■現金での募金（領収書を発行します）
【受付期間】3 月 14 日から 8 月 31 日まで
【受付場所】えびの市社会福祉協議会

■口座振込での募金
「日本赤十字社」

①ゆうちょ銀行　
口座番号　00140‐8‐507
口座名義　日本赤十字社 東北関東大震災義援金

「共同募金会」
①ゆうちょ銀行
口座番号　00170‐6‐518
口座名義　中央共同募金会 東北関東大震災義援
金
②りそな銀行　東京公務部（295）
預金種目　普通預金
口座番号　0036576
口座名義　社会福祉法人中央共同募金会
③三井住友銀行 東京公務部（096）
預金種目　普通預金
口座番号　0155400
口座名義　社会福祉法人中央共同募金会
※寄付金控除等で領収書が必要な場合は、えび
の市社会福祉協議会での募金をお願いします。
※②および③については、本支店間での振込手
数料は無料です。
※その他の金融機関からの振り込みは有料とな
ります。また、ATM およびネットバンキングか
らのお振り込みに関する手数料については、ご
利用の金融機関にお問い合わせください。

問募金箱について　市企画課
☎ 35‐1111（内線 321）
現金での募金　市社会福祉協議会
☎ 35‐2800
口座振り込みでの募金
日本赤十字社宮崎県支部
☎ 0985-22-4045
※ゆうちょ銀行については、窓口での振込手数
料は無料です。②および③については、本支店
間での振込手数料は無料です。

■義援金詐欺にご注意
　災害義援金につけ込んだ振り込め詐欺や街頭
募金、訪問しての詐欺がすでに各地で発生して
います。くれぐれも義援金詐欺にはご注意くだ
さい。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
皆
様
に
対
し
、
多

く
の
温
か
い
心
遣
い
を
頂
い
て

お
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
を
経
験
し
た
え
び
の
市

と
致
し
ま
し
て
も
、
今
後
と
も

引
き
続
き
被
災
者
の
立
場
に

立
っ
て
、
何
が
・
い
つ
・
ど
れ

えびの市長
村岡隆明

く
ら
い
必
要
か
を
十
分
把
握

し
、
半
年
後
一
年
後
も
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
え
び
の
市
民
が
出
来

る
支
援
策
を
そ
の
つ
ど
市
民
に

伝
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
被
災
さ
れ
た
方
か
ら
の

情
報
や
要
望
な
ど
を
聞
か
れ
た

ら
、
是
非
気
軽
に
市
の
支
援
対

策
本
部
に
ご
相
談
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

被
災
者
の
立
場
に
立
っ
て
支
援
を

■東日本大震災

■義援金のお願い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
問

い
合
わ
せ
窓
口
と
し
て
対
応
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
35
‐
２
８
０
０

▽
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
な
ど
で
誤
っ

た
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す
。
報
道

や
行
政
機
関
な
ど
の
信
頼
で
き
る

情
報
源
で
真
偽
を
確
か
め
、
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

え
び
の
市
東
日
本
大
震
災
支
援

対
策
本
部
（
市
企
画
課
内
）

☎
35
‐
１
１
１
１

内
線
３
２
２ ご支援をお願いします

本当に被災者が必要なもの

●―宮崎県

●―岩手県

●―宮城県

●―福島県
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畜舎の消毒

・出荷後、敷料を除去した空の畜舎など
を、動力噴霧機により、洗浄・消毒を行
います。動噴がない場合は、消毒薬をジョ
ウロなどで散布しましょう。

消石灰散布 ・車両が入ってくる農場入口に、全体的
に白くなるように散布します。

踏み込み消毒槽の点検

・畜舎入り口の踏み込み消毒槽を点検し、
消毒薬を確認しましょう。

・踏み込み消毒槽は必ず設置するように
し、消毒薬が汚れたらすぐに取り替える
ようにします。

畜舎周囲の清掃

・畜舎周囲の除草や草刈り等を含めた環
境の整備に努めましょう。

・畜舎消毒や踏み込み消毒槽の点検は消
毒の日に限らず、随時行うことが大切で
す。

●毎月 20日は、県下一斉消毒の日です

今
も
迫
り
つ
つ
あ
る
口
蹄
疫

口蹄疫の発生状況
（平成23年 3月 30 日現在）
※出典：農林水産省発表データ（OIE データ）

日本は発生国に
囲まれています

　

新
燃
岳
の
噴
火
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
東
日
本
大
震
災
と
次
々
と
襲
っ
て

く
る
災
害
。
し
か
し
、
昨
年
発
生
し
た

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
口

蹄
疫
が
県
内
で
確
認
さ
れ
た
4
月
20
日

が
や
っ
て
来
ま
す
。

　

中
国
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
モ
ン

ゴ
ル
、
ロ
シ
ア
で
は
、
今
年
に
入
り
、

口
蹄
疫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
つ
、

口
蹄
疫
が
日
本
に
入
っ
て
く
る
か
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
。
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん

は
、
引
き
続
き
、
飼
養
衛
生
管
理
の
徹

底
や
早
期
発
見
の
た
め
の
監
視
の
強
化

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
度
と
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
、
昨
年
の
防
疫
活
動
を
振
り

返
り
、
そ
の
中
で
学
ん
だ
教
訓
を
生
か

し
、
適
切
な
準
備
と
対
応
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
口
蹄
疫
の
防
疫
活

動
中
、
ウ
イ
ル
ス
を
侵
入
さ
せ
な
い
た

め
に
、
頑
張
っ
て
い
た
あ
の
時
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
4
月
20
日
、
県
内
で
最
初
の
口

蹄
疫
が
発
生
し
、
え
び
の
市
で
も
、
4

月
28
日
の
疑
似
患
畜
確
認
後
、
市
内
で

4
件
の
口
蹄
疫
が
発
生
。
家
畜
６
７
２

頭
が
殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。県
内
で
は
、

約
29
万
頭
が
処
分
さ
れ
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

思
い
出
し
ま
し
ょ
う
、
消
毒
作
業
の

日
々
を
。
農
場
を
守
る
に
は
、
農
場
主

の
意
識
の
高
さ
と
、
事
前
の
対
応
が
必

要
で
す
。
消
毒
の
徹
底
を
は
じ
め
、
飼

養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
20
日
は
、
県
内
一
斉
消
毒
の
日

で
す
。
消
毒
の
徹
底
は
家
畜
衛
生
対
策

の
基
本
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
畜
産
農
林
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

あ
れ
か
ら
1
年
。
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

＝　ワクチン非接種清浄国（65カ国）
＝　ワクチン接種清浄国（1カ国））
＝　非清浄国
＝　非清浄国のうち、現在口蹄疫の発生している国

思い出そう
頑張っていた消毒を

上浦での消毒作業

農協での消毒作業
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ワクチン非接種清浄国
　日本　
　アメリカ
　フランス
　イギリス
　イタリア
　スイス　など 65か国

非清浄国
　モンゴル　
　フィリピン
　ブラジル
　アルゼンチン
　ペルー
　エジプト　など

口蹄疫発生地域
　中国　
　韓国
　北朝鮮
　台湾
　タイ
　ベトナム　など

ワクチン接種清浄国
　ウルグアイ
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【
補
助
対
象
外
経
費
】・
飲
食
費
、

賞
品
、
景
品
代
等
な
ど

【
補
助
金
の
額
】
予
算
の
範
囲

内
で
、
補
助
対
象
と
な
る
経
費

の
う
ち
10
万
円
が
上
限

【
補
助
金
申
請
方
法
】
市
役
所

本
庁
企
画
課
に
あ
る
申
請
書
に

記
入
し
、
企
画
課
に
提
出

【
そ
の
他
】

※
要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
企
画
課
・
振
興
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
企
画
課
振
興
係

☎
35
‐
１
１
１
１

内
線
３
２
３

えびの市立病院充実した医療サービスの提供が可能に

素敵な出会いをプロデュースしませんか 出会い創出事業

外
科
2
人
、
内
科
2
人
、
整
形

外
科
1
人
の
計
5
人
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
今
ま
で
以
上
の
充
実
し
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
派
遣
さ
れ
た
永
山
医
師

は
「
専
門
は
、
消
化
器
内
科
で

す
。
診
療
に
来
ら
れ
た
市
民
の

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
、
親

し
み
の
あ
る
診
察
を
心
が
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

え
び
の
市
立
病
院

☎
33
‐
１
０
２
４

え
び
の
市
の
市
立
病
院
は
、

地
域
で
の
基
幹
的
な
公

的
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域
医

療
の
確
保
の
た
め
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
、
え
び
の
市
立

病
院
の
内
科
は
、
医
師
不
足
の

た
め
、
内
科
医
1
人
で
の
運
営

と
な
っ
て
い
て
、
厳
し
い
状
況

で
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
、
医
師
の
派

遣
依
頼
を
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
4
月
1
日
か
ら

宮
崎
県
の
内
科
医
の
派
遣
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
の
常
勤
医
師
は
、

市
で
は
、
独
身
の
男
女
が

出
会
え
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催
す
る
団
体
等
に
、
事

業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

農
業
体
験
、
料
理
教
室
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
、
出
会
い
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】
市
内
に
住
所

が
あ
る
か
、
ま
た
は
市
内
に
所

在
地
が
あ
る
人
や
団
体

【
補
助
対
象
事
業
】
未
婚
の
男

女
を
対
象
と
し
た
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

【
補
助
対
象
経
費
】
会
場
使
用

料
、
借
上
料
、
事
務
経
費
そ
の

他
消
耗
品
費
な
ど

4 月 1 日から勤務の永山学医師

広
げ
よ
う
子
育
て
支
援
の
輪

え
び
の
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

利用時間 サポート料金
（子ども 1 人） 備　　考

月曜日～金曜日
午前 7 時～
　　　　午後 7 時

1 時間あたり
500 円 送迎に係るガソ

リン代等、実費
が必要な場合が
あります。土・日曜日、祝日

午前 7 時～
　　　　午後 7 時

1 時間あたり
700 円

●サポート利用料金

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
支
援
を
し

た
い
人
（
お
た
す
け
会
員
）
と
子

育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
お

願
い
会
員
）
が
会
員
と
な
っ
て
、

お
互
い
に
子
育
て
を
助
け
合
う
組

織
で
す
。

　

え
び
の
市
で
は
、
子
育
て
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
、「
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

を
え
び
の
市
福
祉
協
議
会
で
４
月

１
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

・
幼
稚
園
、
保
育
園
へ
の
送
迎

・
冠
婚
葬
祭

・
育
児
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

・
急
な
残
業
が
入
っ
た
時

な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

「
ち
ょ
っ
と
援
助
を
し
て
も
ら
え

ば
切
り
抜
け
ら
れ
る
」
と
思
う
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
際
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
を
し
、

セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
習
会
・
説
明

会
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

援
助
が
必
要
な
際
に
は
、
セ
ン

タ
ー
事
務
局
が
地
域
や
援
助
の
時

間
帯
、
援
助
内
容
な
ど
を
考
慮
し

て
、
お
願
い
会
員
と
お
た
す
け
会

員
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

お
願
い
会
員
に
な
る
た
め
に

は
、
入
会
登
録
が
必
要
で
す
。
入

会
金
、
会
費
は
無
料
で
す
。
入
会

登
録
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
手

続
き
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
登
録
の
際
は
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
の
事
前
予
約
を
す
る
か
、

直
接
え
び
の
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

で
、
生
後
３
か
月
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
、
援
助

を
受
け
た
い
方
で
す
。

　

今
す
ぐ
援
助
が
必
要
で
な
く
て

も
、
い
ざ
必
要
な
時
に
す
ぐ
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
会
員
登

録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
成
人
の
方
で
、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
自
宅
も
し
く

は
セ
ン
タ
ー
等
で
、
子
ど
も
を
預

か
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
育
児
や

保
育
に
関
す
る
2
日
間
程
度
の
講

習
を
受
講
し
、
会
員
登
録
を
し
た

方
は
ど
な
た
で
も
お
た
す
け
会
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
た
す
け
会
員
に
な
り
た
い
と

お
考
え
の
方
は
、
え
び
の
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

え
び
の
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
え
び
の
市
社
会
福
祉

協
議
会
内
）

☎
35
‐
３
１
２
０

（
受
付
時
間
）
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
4
時

こ
ん
な
時
に
利
用
で
き
ま
す

お
願
い
会
員
募
集
中

お
願
い
会
員
と
は

お
た
す
け
会
員
募
集

利
用
す
る
に
は

未婚の男女を対象とした出会いの場を提供してみませんか

● 1 日のサポート活動時間は 2 時間程度
● やむを得ず上記時間を越えた場合は、1 人 1 時間あたり、対象となる基準額

を下回らない額
●最初の 1 時間までは、それに満たない場合でも 1 時間とみなします
●  1 時間を越える場合には、30 分単位で計算し、加算します。30 分を越え 1

時間までは基準額とします
●援助時間はおたすけ会員が指定する者へ引き渡した時までの時間とします
●当日のキャンセルは、キャンセル料が発生します
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◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

　
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

市のまちづくりを一緒に考えてみませんか

伝統芸能の道具を宝くじで整備

地域別ワークショップ募集

宝くじ助成事業

3
人
の
計
11
人
程
度

【
資
格
】
市
居
住
の
20
歳
以
上

の
方
で
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
と
意
欲
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
平
日
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
方
。

【
応
募
方
法
】
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
企
画
課
計

画
係
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
市
企
画
課
計

画
係
に
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.
city.ebino.lg.jp

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
企
画
課
計
画
係

内
線
３
２
２

が
、
全
国
自
治
宝
く
じ
普
及
広

報
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
助

成
で
す
。

　

宝
く
じ
の
受
託
収
入
を
財
源

と
し
て
、
人
と
人
と
が
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と

も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
を
行
う
も
の
で
す
。

　

麓
輪
太
鼓
踊
保
存
会
会
長
濱

田
喜
八
郎
さ
ん
は
「
宝
く
じ
の

助
成
を
受
け
て
、
不
足
し
て
い

た
道
具
が
そ
ろ
っ
て
大
変
う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
で
、
一
層
伝

統
芸
能
の
伝
承
や
後
継
者
育
成

な
ど
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
え
び
の
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
ご
と
に
存
在
す
る
資
源

や
課
題
を
出
し
合
い
、
そ
の
中

で
「
地
域
（
自
分
た
ち
）
が
で

き
る
こ
と
」
な
ど
を
市
民
の
視

点
で
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
総
合
計
画
基
本
構
想
や
基

本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

【
募
集
期
間
】
平
成
23
年
５
月

９
日
（
月
）
ま
で

【
募
集
人
員
】
飯
野
地
区
北
部

3
人
、
飯
野
地
区
南
部
3
人
、

加
久
藤
地
区
2
人
、
真
幸
地
区 

麓
輪
太
鼓
踊
で
使
用
す
る

太
鼓
や
か
ね
が
、
平
成

22
年
度
で
新
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

麓
輪
太
鼓
踊
保
存
会
で
は
、

地
元
小
学
生
に
麓
輪
太
鼓
踊
の

技
術
の
伝
承
と
後
継
者
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
年
使
用
し
て
い

る
太
鼓
や
か
ね
等
の
道
具
の
損

傷
が
激
し
く
、
正
確
な
技
術
伝

承
な
ど
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
事
業
を
取
り
入

れ
、
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

宝
く
じ
の
助
成
事
業
と
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

【地域別ワークショッププログラム】
開催日 項　　目 内　　容

5 月 18 日
（水） 「オリエンテーション」

趣旨の説明、全
3 回 の 会 議 内 容
説明など

5 月 25 日
（水） 「地域情報マップの作成」

・地域資源の共
有

・地域課題の共
有

・重点課題の抽
出
など

6 月 1 日
（水） 「具体的な取り組み提案」

・重点課題への
対応策提案

・対応策の分類

※ワークショップとは、まちづくりなどのテーマについて、
参加者が自由に意見を出し合い、お互いの立場や考えの違
いを尊重し、問題意識や情報を共有して、意見や提案をま
とめあげていくものです。

左から藤崎裕之さん、奥松勉さん、松元國治さん、溝口幸男さん、鬼丸修さん

　

市
内
65
の
自
治
公
民
館
で
は
、

各
公
民
館
長
を
中
心
に
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
問
題
と
さ
れ
る

中
、
各
自
治
公
民
館
で
は
地
域
住

民
が
協
力
し
、
郷
土
芸
能
の
伝
承

や
年
中
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
と
い
う
意
識
で
世
代
間

交
流
に
努
め
た
り
、
学
習
会
を

行
っ
た
り
し
な
が
ら
生
活
・
文
化

明るく・住みよい
地域づくりを

（平成 23 年度社会教育指導員の紹介）

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
活
動
は
、
地
域
の

活
性
化
や
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く

り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
公
民
館
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を
も
り

立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

教
育
委
員
会
に
は
、
各
自
治
公

民
館
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
公

民
館
活
動
の
情
報
提
供
や
指
導
を

行
な
う
社
会
教
育
指
導
員
と
、
家

庭
教
育
学
級
や
家
庭
教
育
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
行
う
社
会
教
育
指

導
員
が
い
ま
す
。
何
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
社
会
教
育
指
導
員
】

▽
飯
野
地
区
＝
鬼
丸 

修 

さ
ん

☎
33
‐
０
０
３
０

▽
上
江
地
区
＝
溝
口
幸
男
さ
ん 

☎
33
‐
５
７
９
９

▽
加
久
藤
地
区
＝
奥
松
勉
さ
ん

☎
35
‐
２
２
６
８

▽
真
幸
地
区
＝
藤
崎
裕
之
さ
ん

☎
37
‐
３
２
２
１

●
家
庭
教
育
相
談
窓
口

▽
松
元
國
治
さ
ん 

☎
35
‐
２
２
６
８

　

今
月
は
、小
林
市
の
奇
石「
陰

陽
石
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

浜
の
瀬
川
の
上
流
部
に
高
さ

17
・
５
㍍
の
男
岩
と
周
囲
５
・
５

㍍
の
女
岩
か
ら
な
る
陰
陽
石
が

あ
り
ま
す
。

　

川
の
流
れ
が
霧
島
の
噴
火
で

堆
積
し
て
で
き
た
溶
結
凝
灰
岩

を
削
っ
て
で
き
た
自
然
の
造
形

物
と
い
わ
れ
、
男
女
岩
が
同
じ

場
所
に
あ
る
の
は
全
国
で
も
珍

し
い
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

特
別
な
自
然
の
意
思
が
働
か

な
け
れ
ば
、
で
き
そ
う
に
な
い

と
感
じ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

　

そ
の
見
事
な
造
形
は
生
産
や

繁
栄
へ
の
信
仰
を
生
み
、
古
く

か
ら
子
宝
の
神
と
し
て
祭
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

市
内
周
辺
に
は
生
産
の
神
で

あ
る
田
の
神
像
が
い
た
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
陰
陽
石
の
そ

ば
に
宮
崎
最
古
と
さ
れ
る
田
の

神
像
が
あ
る
こ
と
か
ら
繁
栄
を

願
う
祈
り
と
無
縁
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

宮
崎
県
で
は
平
成
21
年
に
、

秘
め
ら
れ
た
魅
力
を
掘
り
起
こ

し
新
た
な
観
光
地
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
「
宮
崎
観
光
遺
産
」

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
に
「
陰
陽
石
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
は
延

岡
市
の
「
チ
キ
ン
南
蛮
」
や
宮

崎
市
の
「
大
根
や
ぐ
ら
」
等
が

あ
り
ま
す
。

　

浜
の
瀬
川
に
そ
び
え
る
生
産

と
和
合
の
象
徴
「
陰
陽
石
」。

こ
の
存
在
を
知
ら
な
い
方
を
連

れ
て
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
一

見
の
価
値
あ
り
で
す
。

●
小
林
市
総
務
部
総
合
政
策
課

☎
23
‐
０
４
５
６

■
全
国
的
に
珍
し
い
陰
陽
石

■
宮
崎
観
光
遺
産

活
動
に
関
す
る
相
談
は
社
会
教

育
指
導
員
ま
で

そ
の
19

生産と和合の象徴「陰陽石」

新しく整備された太鼓とかね
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（サツマイモのいとこ煮）

vol.36

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
市
食
生
活
改

善
推
進
員
で
つ
く
っ
た
「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
い
と

こ
煮
」
で
す
。

　

あ
ず
き
に
は
、
炭
水
化
物
の
ほ
か
、
タ
ン
パ

ク
質
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
植
物
性

タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
、
昔
か
ら
栄
養
保
持
に
役

立
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
腸
の
働
き
を
高
め
る
サ
ポ
ニ
ン

も
少
量
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
仕
上
げ
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
崩
さ
ず
全
体
を
絡
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

【紹介者】　えびの市食生活改善推進員

黒木教子さん　迫田昭子さん　外野江美子さん

レ シ ピ

r e c i p e

【材料】（4人分）
サツマイモ（中）・・・・・・・・　1 本
塩・・・・・・・・・・・・・・・少々
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・少々
水・・・・・・・・・・・・　ひたひた
ゆであずき缶・・・・・・・・・100 ｇ

【作り方】
❶サツマイモは一口大に切り、水につ
けてあく抜きをする。

❷鍋にサツマイモを入れひたひたの水
を加えて火にかける。軽く煮えたとこ
ろに砂糖、塩を入れ、煮る。

❸サツマイモが柔らかく煮えたら、ゆ
であずきを加え、煮汁がなくなる少し
前に火を止める。

❹サツマイモを崩さないよう、全体を
絡める。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

4 月 3 日に行われた入退団式

え び の の ひ と

阪口正忠さん

　
「
2
年
ぶ
り
に
消
防
団
に
帰
っ

て
来
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
え

び
の
市
消
防
団
第
３
分
団
（
真
幸

地
区
）
副
分
団
長
の
阪
口
正
忠
さ

ん
（
京
町
区
）
で
す
。

　

阪
口
さ
ん
は
、
京
町
区
の
消
防

団
に
11
年
間
在
籍
。
2
年
前
に
退

団
後
、
今
年
4
月
か
ら
え
び
の
市

消
防
団
第
3
分
団
副
団
長
と
し
て

消
防
団
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　
「
副
分
団
長
に
誘
わ
れ
た
時
は
、

正
直
戸
惑
い
ま
し
た
。
私
に
務
ま

る
の
か
な
ど
の
プ
レ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」
と
心
境
を
話
し

ま
す
。

　
「
消
防
団
は
、
火
災
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
時
、
仕
事
や
家
庭

を
か
え
り
み
ず
災
害
現
場
、
災
害

復
旧
な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
な
る
と
家
族
に
も
迷

惑
が
か
か
る
…
と
副
分
団
長
を
引

き
受
け
る
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
」

そ
ん
な
時
、
奥
さ
ん
が
「
や
っ
て

み
れ
ば
」
と
や
さ
し
く
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
、
阪
口
さ
ん
が
副
分

団
長
を
引
き
受
け
る
後
押
し
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
消
防
団
は
、
絆

き
ず
な

（
つ
な
が
り
）

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、

そ
の
絆
で
、
団
長
や
副
団
長
、
分

団
長
を
柱
に
、
消
防
行
事
等
で
消

防
団
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
」「
消
防
団
の
盛
り
上
が
り
が
、

え
び
の
市
全
体
に
波
及
し
て
い
け

ば
い
い
で
す
ね
」
と
抱
負
を
話
し

ま
す
。

絆（つながり）を大事に
地域を盛り上げていきたい

　
「
え
び
の
市
消
防
団
も
団
員
の

確
保
が
な
か
な
か
難
し
い
現
状
で

す
。
入
団
し
た
い
と
思
う
人
は
、

ぜ
ひ
、
消
防
団
に
入
団
し
て
く
だ

さ
い
」「
え
び
の
市
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
も
人
員
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
現
消
防
団
員
で
ラ
ッ
パ
隊
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

さかぐち・まさただ／ 35 歳／京町区／
自営業／趣味：家族みんなで楽しく過
ごすこと。アウトドアー、魚釣りなど

Masatada　Sakaguti
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3
月
21
日
、
東
川
北
地
区
の
ル
ー
プ

橋
沿
い
の
市
有
林
で
、
植
林
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
植
林
に
は
、
み
ど
り
の

少
年
団
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
の
関
係

者
な
ど
、
１
２
６
人
が
参
加
。
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
２
０
０
０
本
を
植
林
し
ま
し
た
。

　

こ
の
植
林
は
、
市
制
40
周
年
を
記
念

し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
な
ど
と
共

催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ル
ー
プ
橋

沿
い
に
は
、
今
回
の
植
林
と
合
わ
せ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
約
６
５
０
０
本
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

植
林
活
動
後
、
み
ど
り
の
少
年
団
の

宮
原
孝
太
さ
ん
（
上
江
小
6
年
）
は
「
十

数
年
後
に
花
を
咲
か
せ
る
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

4
月
3
日
、
永
山
河
川
敷
運
動
公
園

で
、
平
成
23
年
度
え
び
の
市
消
防
団
入

退
団
式
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
26
人
が
消
防
団

に
入
団
し
、
26
人
が
消
防
団
を
退
団
し

ま
し
た
。

　

式
開
始
前
に
は
、
東
日
本
大
震
災

で
、
消
防
団
活
動
中
に
亡
く
な
ら
れ
た

消
防
団
員
に
敬
意
と
冥め

い
ふ
く福
を
祈
る
黙
と

う
が
、
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
1
分
団

第
8
部
に
入
部
し
た
祭
禮
田
和
樹
さ
ん

が
「
良
心
に
従
い
、
忠
実
に
消
防
の
職

務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

宣
言
し
ま
し
た
。

　

3
月
27
日
、
八
幡
丘
公
園
で
植
樹
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
植
樹
祭
に
は
、
さ

く
ら
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
や
飯
野
小

学
校
卒
業
生
な
ど
約
40
人
が
参
加
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
成
木
20
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
、
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ

実
行
員
会
が
八
幡
丘
の
サ
ク
ラ
の
老
木

化
を
少
し
で
も
緩
和
し
、訪
れ
る
人
に
、

き
れ
い
な
サ
ク
ラ
を
見
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
成
木
の
植
樹
の
た
め
、

深
く
穴
を
掘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ

を
愛
す
る
会
や
東
原
田
地
区
で
も
サ
ク

ラ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宣誓を読みあげる祭禮田さん

小雨の降る中サクラの植林活動を行いました

力を合わせて深く掘る参加者

　

市
制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
、
10

年
後
に
新
成
人
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

「
2
分
の
1
成
人
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

が
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
10
年
後
に
新
成

人
に
な
る
小
学
校
4
年
生
（
平
成
22
年

度
）
１
７
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、市
で
管
理
し
、

10
年
後
に
開
封
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
、
10
年
後
に
つ
な
い
で
行
く
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
は
、
作
文
や

記
念
品
が
入
れ
て
お
り
、
作
文
に
は
、

「
10
年
後
の
わ
た
し
」「
10
年
後
の
え
び

の
」
な
ど
の
夢
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

開
封
は
、
10
年
後
の
市
制
50
周
年
の

成
人
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

4
月
4
日
、
山
内
地
区
で
、
カ
プ
セ

ル
郵
便
が
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
カ
プ
セ

ル
郵
便
に
は
、
山
内
地
区
民
29
人
が
参

加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
た
手
紙

を
埋
め
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
プ
セ
ル
郵
便
は
、
10
年
後
の

社
会
情
勢
や
家
族
、
自
分
へ
の
思
い
を

手
紙
に
し
、10
年
間
保
管
埋
設
し
ま
す
。

　

10
年
後
、
そ
の
手
紙
を
受
け
取
り
、

開
封
し
ま
す
。
開
封
は
、
市
制
50
周
年

記
念
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
計
画
で

す
。

　

カ
プ
セ
ル
郵
便
に
参
加
し
た
山
下
幸

治
さ
ん
は
「
10
年
後
に
手
紙
を
見
て
、

当
時
を
思
い
出
し
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

23 年成人式で、飯野小学校の代表から預かりました

それぞれの思いを手紙に託した参加者

　

4
月
11
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
23
年
度
小
・
中
学
校
教
職
員
新
任

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
任
式
に
は
、

今
年
度
新
た
に
え
び
の
市
の
教
職
員
に

な
っ
た
21
人
（
校
長
3
人
、教
頭
5
人
、

教
諭
10
人
、
養
護
教
諭
1
人
、
事
務
主

査
2
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
任
式
で
村
岡
市
長
は
「
え
び
の
市

の
財
産
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
立
派
に

育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
和
田
光
生

校
長
（
真
幸
小
）
は
「
郷
土
を
愛
し
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
努
め
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

新任教職員を代表してあいさつする和田光生校長

　

４
月
７
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

え
び
の
市
春
の
地
域
安
全
・
交
通
安
全

運
動
決
起
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
決

起
集
会
に
は
、
37
団
体
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

決
起
集
会
で
は
、
今
春
、
市
内
小
中

学
校
に
入
学
し
た
児
童
生
徒
の
代
表
に

防
犯
安
全
用
具
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

防
犯
安
全
用
具
を
も
ら
っ
た
山
下
樹

乃
さ
ん
（
真
幸
小
1
年
）
は
「
車
に
気

を
付
け
て
登
校
し
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
4
日
に
は
、
京
町
自
治

公
民
館
で
真
幸
地
区
の
防
犯
教
室
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

防犯安全用具を受け取る新 1 年生

新
た
に
26
人
が
消
防
団
員
に

市
制
施
行
40
周
年
植
林

八
幡
丘
公
園
の
植
樹
祭

市
制
50
周
年
に
開
封

10
年
後
に
夢
を
つ
な
い
で

地
域
・
交
通
安
全
に
向
け
て

21
人
の
先
生
が
え
び
の
市
へ



■えびの消防署☎ 33‐6119 ■えびの警察署☎ 33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

力都城営業所までお問い合わせ
ください。
問九州電力都城営業所
☎ 0120-986-705
※通話料は無料

音声訳（朗読）ボランティ
ア養成講座の受講生募集

　宮崎県立視覚障害者センター
では、小林えびの西諸県地区で、
音声訳（朗読）ボランティア養
成講座を行います。この講座は、
視覚障害者が豊かな生活を送れ
るように、広報紙や議会だより、
本など、分かりやすく読み上げ
るための講座です。

【開催日時】平成 23 年５月 14
日～平成 24 年 3 月の第２、第
４土曜日（午後１時 30 分～午
後３時 30 分）

【講師】堀之内悦子、水間節子
【会場】小林市社会福祉センター
（小林市立図書館横）
【申込方法】下記に電話で申し
込んでください。
問小林市社会福祉センター
☎ 23-3466

自動車税の納付は、納期限
内に

　自動車税は、4 月 1 日現在、
宮崎運輸支局に登録されている
自動車の所有者または使用者に
課税されます。
　金融機関または県税・総務事
務所のほか、各コンビニエンス
ストア、インターネット利用に
よるクレジットカードでも自動
車税を納めることができます。
詳しくは納税通知書をご覧くだ
さい。
　自動車をお持ちの方は、5 月
31 日（火）までに、自動車税
を納めてください。
　もし、5 月中旬までに納税通
知書が届かない時は、お近くの
県税・総務事務所までご連絡く

ださい。
　なお、障害者の方のために使
用する自動車については、一定
の要件に該当する場合は、5 月
31 日までに申請すれば、自動
車税の一定額が減免されます。
問小林県税・総務事務所
☎ 23-3194

軽自動車税の納付は、納期
限内に

　軽自動車税は、毎年 4 月 1
日現在で、宮崎運輸支局に登録
してある軽自動車や 126cc 以
上のバイク、市町村で登録さ
れているバイク（125 ㏄以下）
や小型特殊自動車をお持ちの方
に課税されます。
　市役所または金融機関、各コ
ンビニエンスストアでも軽自動
車を納めることができます。詳
しくは納税通知書をご覧下さ
い。
　軽自動車を所有の方は、5 月
31 日（火）までに、軽自動車
税を納めてください。
　もし、５月中旬までに納税通

知書が届かないときは、市税務
課までお問い合わせください。
　障害者の方のために使用する
軽自動車については、一定の要
件に該当する場合は 5 月 24 日
までに申請すれば軽自動車税が
減免されます。
問市税務課市民税係
内線 213・216

空き家改修経費を補助しま
す

　市内の空き家を有効に活用す
るため、また、市への移住・定
住者を増やすため、市内の施工
業者を利用して空き家の修繕・
家財道具の運搬や廃棄・屋内清
掃等を行う場合に、その経費の
一部を補助します。

【補助対象者】
　えびの市空き家バンクに登録
している方。ただし、申請者お
よび同一世帯員が、市税を滞納
していない方

【補助対象住宅】
　補助対象者が所有し、市が実
施する空き家バンクに登録して

えびの消防署人事異動のお知らせ

3月の活動状況 火災 2件 年計 5件
［えびの消防署管内］ 救急 75 件 年計 192 件

　4 月 1 日付けの人事異動で職員が変わりました。
【着任】　前原幸太郎（署長）

　　　　千田健二（署長補佐兼係長）
　　　　池上優（署長補佐兼係長）

【離任】　赤川吉郎（消防本部次長）
　　　　野間和則（消防本部総務課長）
　　　　宮窪力男（中央消防署署長）

　今年は、昨年の同じ時期に比べ火災が多く発生してい
ます。空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期です。火
災はちょっとした油断から発生します。
　火災と間違えられる様な火入れをする場合は、消防署
への届出と万全の火災準備を行ってください。

3 月の交通事故 人身 11件 年計 26 件
　発生状況 物件 25件 年計 83 件

　平成 23 年の「春の全国交通安全運動」が下記のとおり
実施されます。

【交通安全スローガン】
ストップ！脇見ぼんやり運転

【期間】
5 月 11 日（水）～ 5 月 20 日（金）

【運動の重点】
・自転車の安全利用の推進
・全座席のシートベルト、チャイルドシートの正しい着
用の徹底

・飲酒運転の根絶
・てげてげ運転追放運動の推進（県独自）
・セーフティエコドライブの推進（県独自）

ストップ！脇見ぼんやり運転

児童扶養手当の支給額が変
更になります

　児童扶養手当の支給額は、物
価の上昇や下落に応じて増減す
るようになっています。近年の
消費者物価の下落を受けて、児
童扶養手当の支給額は平成 23
年 4 月分から減額されること
になりました。なお加算額につ
いては変更ありません。

【児童 1 人の場合の全額支給】
○変更前 41,720 円
○変更後 41,550 円

【児童 1 人の場合の一部支給】
○変更前 9,850 円～ 41,710 円
○変更後 9,810 円～ 41,540 円 
※詳しくは、市福祉事務所子
育て支援係までお問い合わせく
ださい。
問市福祉事務所子育て支援係
内線 267

ご存じですか。
特別児童扶養手当

　特別児童扶養手当は、精神ま
たは身体に障害のある 20 歳未
満の児童を養育している父母等
に支給されます。
　なお、児童に障害がある場合
でも支給要件により手当が支給
されない場合があります。
　詳しい内容については、市福
祉事務所福祉係までお問い合わ
せください。

【手当月額】
１級 50,550 円
２級 33,670 円
問市福祉事務所福祉係

内線 261

ご存じですか。特別障害者
手当・障害児福祉手当

　在宅で生活をしている重度の
障害者、障害児の方々には、特
別障害者手当・障害児福祉手当
が支給されます。
　なお、支給要件がありますの
で、詳細については市福祉事務
所福祉係までお問い合わせくだ
さい。

【特別障害者手当】
〔対象者〕20 歳以上の方で、政
令で定める程度の著しく重度の
障害の状態にあるため日常生活
において常時特別の介護を必要
とする方

〔支給額〕26,340 円（月額）
〔支給月〕年４回（2 月、5 月、
8 月、11 月）で、支給月前の
3 か月分をまとめて支給しま
す。

【障害児福祉手当】
〔対象者〕20 歳以上の方で、政
令で定める程度の著しく重度の
障害の状態にあるため日常生活
において常時特別の介護を必要
とする方

〔支給額〕14,330 円（月額）
〔支給月〕年 4 回（2 月、5 月、
8 月、11 月）で、支給月前の
3 か月分をまとめて支給しま
す。
問市福祉事務所福祉係
内線 261

電気料金の特別措置が行わ
れます

　九州電力は、東北地方太平洋
沖地震で被災され、九州電力供
給区域内に転居された方からの
申し出があった場合は、特別措
置を講じます。
　電気料金の早収期間および支
払期限の延伸などの措置が行わ
れます。詳しい内容は、九州電

いる物件
【補助対象事業】
①台所、風呂などの修繕
②内装、屋根、外壁などの修繕
③家財道具などの運搬・廃棄
④屋内の清掃
⑤そのほか、移住者が居住する
ために必要な住宅の改修

【補助金の額】
　予算の範囲内で 40 万円を上
限とし、補助対象事業に要する
費用の 2 分の 1 を補助します。

（1 千円未満の端数は切り捨て）
※同一住宅について 1 回限り

【申請方法】
　事業を行う前に企画課にある
申請書に記入し、添付書類を添
えて企画課に提出

【その他】
　申請に必要な添付書類、詳細
な内容については、市企画課振
興係までお問い合わせくださ
い。
問市企画課振興係
内線 322
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女 共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）松山良文さん☎ 0984‐33‐4904

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　運動やレジャーなど屋外での活動に適した季

節になりました。屋外で活動するときは紫外線

に注意が必要です。

　紫外線は 1 年のうちでは春から初秋にかけ

て 強 く、4 ～ 9 月 に 1 年 間 の お よ そ 70 ％ ～

80％、1 日のうちでは午前 10 時～午後 2 時に

1 日のおよそ 60％～ 70％というデーターがあ

ります。

　紫外線の中でも B 領域紫外線（UV-B）は人

体に有害といわれ、皮膚への影響、目への影響

が問題になります。皮膚への影響はしみやしわ

など良く知られていますが、目にも影響がある

ことは案外知られていません。

　紫外線が影響する目の病気は白内障、翼状片、

加齢性黄班変性症などがあります。UV-B は薄

い雲では 80％以上が透過し、屋外では太陽か

ら直接届く紫外線量と空気中で散乱して届く紫

『〔書類手帳ノート・ノマド〕の文具術』

　筆記具、付せん、クリアフォルダーなど
の身の回りにある何気ない文具たち。仕事
のプロであるあなたは、これらの文具にこ
だわり工夫して使っていますか。
　この本では 56 のビジネスシーンで、パ
フォーマンスとモチベーションを上げるた
めのアナログツールの使いこなし方を分か
りやすく解説。なるほど、こんな使い方が
あったんだ、と思わず試したくなるような
情報が満載のツール本です。

　
　
　
春
陽
さ
す
庭
に
咲
き
い
る
水
仙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肩
寄
せ
あ
い
て
風
に
耐
え
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
浦
区
　
亀
澤
尚
子

　

春
た
け
な
わ
の
花
の
季
に
、
現
在
未み

ぞ

う

曾
有
の
地
震
・
津
波
・
放
射
能
の
三
重
苦
に

見
舞
わ
れ
、
正
に
地
獄
絵
を
見
る
思
い
で
あ
る
。
災
害
に
遭
遇
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

作
者
は
病
や
ま
い

一
つ
持
ち
な
が
ら
小
し
ょ
う
こ
う康

を
得
て
水
仙
が
寄
り
添
う
よ
う
に
春
風
に
揺
れ

る
の
を
見
て
、
心
穏
や
か
に
お
ら
れ
る
。
東
日
本
の
人
々
に
も
早
く
明
日
と
云い

う
新

し
い
日
の
訪
れ
る
事
を
お
祈
り
し
た
い
。

　
　
　
柳
り
ゅ
う
じ
ょ
絮
と
ぶ
租
界
の
ビ
ル
の
間
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
区
　
中
堀
ふ
じ
子

　

昨
年
の
四
月
の
こ
と
で
す
。
初
め
て
の
上
海
、
旧
租
界
を
旅
行
中
、
間
断
な
く
降
っ

て
く
る
白
い
も
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
続
い
て
行
っ
た
動
植
物
園
で
や
っ
と
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
柳
の
花
の
あ
と
、
綿
状
の
種
子
が
飛
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

中
国
を
代
表
す
る
動
物
パ
ン
ダ
に
も
中
国
人
の
統
治
が
及
ば
な
か
っ
た
租
界
に
も
隔

て
な
く
柳
絮
は
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

大
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
町
区
　
市
田
寛
幸

祈
っ
て
助
か
る
も
の
な
ら
　
祈
り
も
し
よ
う

泣
い
て
逃
れ
る
も
の
な
ら
　
涙
も
し
よ
う

噴
煙
の
高
さ
に
　
た
だ
た
だ
驚
き

空
吹
く
風
の
向
き
に
　
喜
び
嘆
き

戦
き
と
悲
嘆
の
声
を
あ
げ

何
ら
成
す
術
も
な
い
ま
ま
に

仕
方
が
な
い
よ
と
諦
め
る

　4 月で広報担当となってちょうど 1 年となります。この
1 年は、とても早かったです。
　今年、9 人が新規採用で入って来ました。その 1 人が同
じ職場に配属になりました。とても初々しく感じました。
私も入庁して 15 年目になります。初心を忘れず、がんばっ
て行こうと思います。（川野）

短
　

歌
俳
　

句

詩

外線量がほぼ同率です。

　また、地表面の反射も地表の種類によって異

なりますが、10％～ 25％のはね返りがありま

す。これらの特徴を考慮して対策をとらなけれ

ばなりません。

　紫外線の害から身を守るには、日傘や帽子・

長袖シャツで紫外線をカットしましょう。帽子

は首筋まで隠れるものを、日傘は黒いものか

UV 加工されたものを、眼に関しては帽子では

20％しか防ぐことが出来ないので UV カット加

工の色の薄いサングラスを利用しましょう。

　屋外での活動は身体にも精神にも良い効果が

得られますが、紫外線の害のことも考慮して、

時間帯を考えて行いましょう。

　紫外線の強い時間帯の行動では UV カット加

工の衣類や紫外線防止剤を上手に使い健康的に

屋外での活動を楽しみましょう。

美崎栄一郎／著
（ダイヤモンド社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

多かったのです。
　DV は当事者だけでは解決が困難で、適切な介入、
地域・社会全体での取り組みが必要な問題であるとい
うことを認識しなければなりません。
　「そのくらいの夫婦げんかなら皆やっているよ」「子
どものために我慢したほうがいい」などと、暴力を容
認するようなことをいわないようにしましょう。
　DV は、被害者 1 人の力で容易に解決する問題では
ありません。DV に理解のある専門機関（相談窓口）
に相談しましょう。

〔えびの市女性相談所〕（相談は無料）
【相談専用電話】☎ 35‐0152
【相談日時】月～金曜日（祝日・年末年始は休み）

　午前 9 時から午後 4 時まで
※女性相談員が対応し、秘密は厳守します。

■萩原保健師（長寿介護課）紫外線の害にご注意を

なくそう。ドメスティック・バイオレンス

◎えびの市の人口
　男性／ 9,868 人（－ 120 人）
　女性／ 11,373 人（－ 131 人）
　合計／ 21,361 人（－ 251 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9052 世帯（－ 114 世帯）

（平成 23 年 4 月１日現在）

転入／ 122 人
転出／ 351 人
出生／ 113 人
死亡／ 335 人

　DV（ドメスティック・バイオレンス）は、親密な
関係にある配偶者（内縁関係・別居等を含む）や恋
人等の間に起こる様々な暴力のことをいいます。（未
婚の若い男女間に起こる DV をデート DV といいま
す。）
　暴力には、身体的・精神的・性的・経済的・子ど
もを利用した暴力があります。
　内閣府の調査（平成 21 年 3 月現在）で、女性で 3
人に 1 人、男性で 6 人に 1 人が DV にあたる行為（暴
力）を配偶者から受けています。また、宮崎県でも
現実に起きています。
　DV は個人的なこと、夫婦げんか・痴話げんかとさ
れ、社会問題・犯罪と思われてきませんでした。そ
のため被害は潜在化し、被害者は誰にも助けを求め
ることができず、孤立化した状態におかれることが

固定資産税　　第１期
介護保険料　　第１期
5 月 2 日までに納めましょう。
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Furusato-sanpo

吉
都
線
の
開
通

150

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
翌
二

日
、
暴
風
雨
の
た
め
路
線
が
決
壊
。

飯
野
～
吉
松
間
は
三
日
、
飯
野
～
小

林
間
は
五
日
に
応
急
修
理
を
し
て
開

通
し
ま
し
た
。

　

大
正
五
年
に
は
、
宮
崎
ま
で
の
全

線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
十
二

月
六
日
、
都
城
～
吉
松
間
が
吉
都
線

と
改
称
さ
れ
、
昭
和
三
十
二
年
七
月

五
日
に
上
江
駅
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
一
日
に

は
、
え
び
の
市
内
全
駅
が
無
人
化
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
二
年
十
一
月
一

日
、
京
町
温
泉
駅
、
え
び
の
駅
、
え

び
の
上
江
駅
、
え
び
の
飯
野
駅
と
改

名
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
都
線
が
開
通
し
て
今
年
十
月
一

日
で
百
年
と
な
り
ま
す
。

　

宮
崎
線
（
現
吉
都
線
お
よ
び
日

豊
本
線
）
の
設
計
計
画
は
、
明
治

二
十
五
年
宮
崎
県
内
の
鉄
道
の
建
設

を
目
的
に
県
下
の
有
志
で
設
立
さ
れ

た
「
日
向
鉄
道
協
会
」
に
始
ま
り
ま

し
た
。

　

明
治
二
十
九
年
設
立
さ
れ
た
「
西

南
鉄
道
株
式
会
社
」
が
延
岡
～
都
城

～
国
分
間
の
鉄
道
建
設
を
計
画
。
明

治
三
十
八
年
に
は
、
宮
崎
県
知
事
岩

尾
三
郎
が
、
当
時
建
設
中
の
鹿
児
島

線
を
吉
松
か
ら
小
林
に
迂う

か
い回

し
て
人

吉
を
通
る
経
路
に
変
更
の
申
請
を
し

て
い
ま
す
。

　

明
治
三
十
九
年
に
は
、「
日
向
鉄

道
期
成
同
盟
会
」
が
結
成
さ
れ
、
官

設
鉄
道
の
建
設
促
進
の
運
動
に
着
手

し
ま
し
た
。
明
治
四
十
二
年
に
入
り

衆
議
院
は
、
宮
崎
県
下
縦
貫
鉄
道
速

成
の
請
願
を
採
択
し
、
宮
崎
県
内
に

お
け
る
鉄
道
敷
設
の
気
運
は
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
二
年
当
初
の
宮
崎
～
吉

松
間
の
工
事
に
対
す
る
予
算
は
、
約

七
百
六
十
万
円
で
し
た
が
、
路
線

が
都
城
迂
回
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、

三
百
万
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
四
年
二
月
一
日
、
工
事

は
吉
松
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
と
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
肥
薩

線
の
「
真
幸
駅
」
も
明
治
四
十
四
年

五
月
十
一
日
、
駅
長
以
下
八
人
の
駅

員
で
営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
宮

崎
県
で
最
初
の
国
鉄
駅
で
す
。

　

大
正
元
年
、
吉
松
～
小
林
間
の
路

線
が
開
通
。
同
十
月
一
日
、
小
林
で

平成 2 年 11 月 1 日、「加久藤駅」は「えびの駅」に改名されました。

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


